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ベクトルデータベースは、生成 AI アプリケーションを実装する組織にとってますます重要になって
います。これらのデータベースはベクトルを保存および管理します。ベクトルは、意味や関係をキャ
プチャする方法でテキスト、画像、その他のコンテンツを処理できるデータの数値表現です。

組織がベクトルデータベースのオプションを検討する際には AWS、さまざまなソリューションの機
能、トレードオフ、ベストプラクティスを理解する必要があります。このガイドは、 で一般的に使
用されるベクトルストアを比較 AWS し、特定のニーズやユースケースに最適なオプションについて
情報に基づいた意思決定を行うのに役立ちます。このガイドでは、検索拡張生成 (RAG) の実装、レ
コメンデーションシステムの構築、その他の AI アプリケーションの開発など、ベクトルデータベー
スソリューションの評価と選択に役立つフレームワークを提供します。

対象者

このガイドは、以下の役割を担うユーザーを対象としています。

• ベクトルデータベースを使用して ML モデルの高次元データを保存および取得するデータサイエン
ティストと機械学習 (ML) エンジニア。

• 高次元データを保存および処理するためのベクトルデータベースを含むデータパイプラインを設計
および実装するデータエンジニア。

• ML パイプラインの一部としてベクトルデータベースを使用してモデル出力または中間表現を保存
および提供する MLOps エンジニア。

• ベクトルデータベースを類似度検索またはレコメンデーションシステムを必要とするアプリケー
ションに統合するソフトウェアエンジニア。

• ベクトルデータベースを本番環境にデプロイして維持し、スケーラビリティと信頼性を確保する 
DevOps エンジニア。

• ベクトルデータベースを使用して埋め込みまたは特徴ベクトルの大規模なデータセットを保存およ
び分析する AI 研究者。

• 製品の特徴とアーキテクチャについて情報に基づいた意思決定を行うために、ベクトルデータベー
スの機能と制限を理解する必要がある AI 製品マネージャー。

対象者 1
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ベクトルの概要

ベクトルは、マシンがデータを理解して処理するのに役立つ数値表現です。生成 AI では、2 つの主
要な目的があります。

• データ構造を圧縮形式でキャプチャする潜在スペースを表す

• 単語、文、画像などのデータの埋め込みの作成

Word2Vec、GloVe、Amazon Titan Text Embeddings などの埋め込みモデルは、埋め込みと呼ばれる
プロセスを通じてデータをベクトルに変換します。これらの埋め込みモデルでは、以下を実行できま
す。

• コンテキストから学び、単語をベクトルとして表現する

• ベクトルスペースに同様の単語を近づける

• マシンが連続スペース内のデータを処理できるようにする

次の図は、埋め込みプロセスの概要を示しています。

1. Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) バケットには、システムが情報を読み取って処理
するデータソースであるファイルが含まれています。Amazon S3 バケットは、Amazon Bedrock
ナレッジベース設定中に指定されます。これには、ナレッジベースとのデータの同期も含まれま
す。

2. 埋め込みモデルは、Amazon S3 バケット内のオブジェクトファイルからの raw データをベクトル
埋め込みに変換します。たとえば、 Object1は多次元空間内のコンテンツ[0.6, 0.7, ...]を
表すベクトルに変換されます。
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自然言語処理 (NLP) では、以下を行うため、単語埋め込みが不可欠です。

• 単語間のセマンティック関係をキャプチャする

• コンテキストに関連するテキストの生成を有効にする

• 大規模言語モデル (LLMs) を強化して人間のようなレスポンスを生成する

3
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ベクトルデータベースの概要

ベクトルデータベースは、高次元ベクトルを効率的に保存およびクエリする特殊なシステムです。こ
れらのデータベースは、取得拡張生成 (RAG) アプリケーションの基本です。

ベクトルデータベースは、次の方法でデータ変換とストレージを処理します。

• オブジェクト (オーディオ、イメージ、テキストファイルなど) は、埋め込みモデルを使用してベ
クトルに変換されます。

• ベクトルは特殊なデータ形式で保存されます。

• ベクトルデータベースは、迅速な類似度検索を可能にします。

ベクトルデータベースには、従来のデータベースよりもいくつかの重要な利点があるため、最新の
データ課題に特に適しています。ベクトルオペレーションに特化して最適化されており、高次元デー
タを効率的に処理します。また、従来のデータベースが苦労する類似度検索にも特化しています。こ
れらのコア機能を超えて、ベクトルデータベースは、ML および生成 AI アプリケーションの進化す
る需要を満たすように構築されています。大規模なベクトルストレージに優れ、分散コンピューティ
ングを使用して複数のノード間でワークロードのバランスを取ります。これにより、データボリュー
ムの増加に応じてスケーラビリティとパフォーマンスが提供されます。

次の図は、RAG の実装を示しています。

1. ドキュメント、PDFs、テキストファイルなどのコンテンツは、処理用の raw データとして埋め込
みモデルにフィードされます。

2. 埋め込みモデルは未加工データを数値ベクトルに変換し、コンテンツの意味的意味を表します。

3. 生成されたベクトル埋め込みは、高次元ベクトルの保存と取得に最適化されたベクトルデータ
ベースに保存されます。

4. アプリケーションは、セマンティック検索やコンテンツのレコメンデーションなどのユースケー
スに応じてベクトルデータベースをクエリできるようになりました。
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RAG ソリューションに不適切なベクトルデータベースを選択すると、次のような大きな問題や制限
が発生する可能性があります。

• クエリパフォーマンスの低下

• スケーラビリティのボトルネック

• データインジェストの課題

• フィルタリングやランキングなどの高度な機能がない

• 他のシステムとの統合の問題

• 永続性と耐久性に関する懸念

• 複数のユーザーを持つ環境での同時実行と整合性の問題

• ライセンスコストの増加またはベンダーのロックイン

• コミュニティのサポートとリソースの制限

• セキュリティとコンプライアンスに関する潜在的なリスク

5
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ベクトルデータベースオプション
AWS は、生成 AI アプリケーションのさまざまなユースケースと要件をサポートするさまざまなベ
クトルデータベースソリューションを提供します。これらのオプションは、個々のデータベースサー
ビスとマネージドサービスに広く分類でき、それぞれに異なる特性と利点があります。これらのオプ
ションを理解することは、最適なパフォーマンス、スケーラビリティ、コスト効率を維持しながら、
ベクトル検索機能を効果的に実装することを検討している組織にとって不可欠です。

ベクトルデータベースソリューションの詳細については、以下のセクションを参照してください。

• 個々のベクトルデータベースオプション

• マネージドサービスオプション

• 適切なベクトルデータベースの選択

個々のベクトルデータベースオプション
の個々のベクトルデータベースオプション AWS には、Amazon Kendra、Amazon OpenSearch 
Service、pgvector を使用した Amazon RDS for PostgreSQL、Amazon MemoryDB、Amazon 
DocumentDB、Amazon Neptune Analytics、Amazon S3 Vector などがあります。(オープンソースの
拡張機能である pgvector は、ML が生成したベクトル埋め込みを保存および検索する機能を追加し
ます）。これらのソリューションはベクトル検索にさまざまなアプローチを提供し、組織は既存のイ
ンフラストラクチャ、技術要件、特定のユースケースに基づいて選択できます。

Amazon Kendra

Amazon Kendra は、自然言語処理と高度な機械学習アルゴリズムを使用して、データからの検
索質問に対する特定の回答を返すエンタープライズグレードのインテリジェント検索サービスで
す。Amazon Kendra は検索機能の実装を簡素化し、生成 AI アプリケーションのための効果的なバッ
クエンドソリューションです。

Amazon Kendra のその他の主要な機能は次のとおりです。

• 40 を超えるデータソースへのネイティブ接続

• 組み込みのデータ準備機能

• 技術的な深い専門知識を必要としない高速セットアップ

Amazon Kendra の利点は次のとおりです。

個々のベクトルデータベースオプション 6

https://docs.aws.amazon.com/kendra/latest/dg/what-is-kendra.html
https://docs.aws.amazon.com/opensearch-service/latest/developerguide/what-is.html
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• 自動データ処理 (チャンキング、取り込み、取り出し)

• 強力なカスタマイズオプション:

• ファセット検索

• 検索分析

• 検索の関連性の調整

• を介したシンプルなプログラムによるアクセス AWS SDK for Python (Boto3)

詳細については、Amazon Kendra ドキュメントの「Amazon Kendra の利点」を参照してください。

Amazon OpenSearch Service

Amazon OpenSearch Service は、 で OpenSearch Service クラスターをデプロイ、運用、スケーリ
ングするのに役立つマネージドサービスです AWS クラウド。

OpenSearch Service の主な機能は次のとおりです。

• オープンソースの検索および分析エンジン

• 分散アーキテクチャ

• リアルタイムデータ処理

OpenSearch Service を使用する利点には、次のようなものがあります。

• 水平スケーラビリティ

• RESTful API のサポート

• 構造化データと非構造化データを処理します

• リアルタイムデータ分析

• さまざまなデプロイサイズに適しています

詳細については、OpenSearch Service ドキュメントの「Amazon OpenSearch Service の機能」を参
照してください。

pgvector を使用した Amazon RDS for PostgreSQL

Amazon RDS for PostgreSQL with pgvector は、 AWS マネージドリレーショナルデータベースサー
ビスと PostgreSQL のベクトル処理拡張機能を組み合わせます。この組み合わせにより、組織は 
Amazon RDS を維持しながら高次元ベクトルを保存およびクエリできます。このソリューション

Amazon OpenSearch Service 7
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は、データベースインフラストラクチャを管理するオーバーヘッドなしでリアルタイムのベクトル操
作を必要とする生成 AI アプリケーションに特に適しています。

pgvector を使用した Amazon RDS for PostgreSQL の主な利点は次のとおりです。

• 高可用性

• 自動フェイルオーバー

• コスト効率 (pay-per-use制)

• 組み込みモニタリング

• リアルタイムベクトルデータ統合

詳細については、Amazon RDS ドキュメントの「Amazon RDS の利点」を参照してください。

Amazon DocumentDB

Amazon DocumentDB (MongoDB 互換) は、バージョン 5.0 以降のネイティブベクトル検索機能を提
供するドキュメントデータベースです。JSON ベースのドキュメントストレージの柔軟性とベクトル
検索を組み合わせることで、階層ナビゲーション可能なスモールワールド (HNSW) と Inverted File 
Flat (IVFFlat) の両方のインデックス作成方法をサポートしています。

Amazon DocumentDB の主な機能は次のとおりです。

• 最大 2,000 個のディメンション (インデックス作成なしで最大 16,000 個のディメンション) のベク
トルを保存およびインデックス作成

• ベクトル類似度検索のミリ秒応答時間

• euclidean、cosine、dot の製品距離メトリクスのサポート

• 既存の MongoDB 互換アプリケーションとのシームレスな統合

以下の状況で Amazon DocumentDB を使用します。

• MongoDB API APIsしていて、ベクトル検索機能が必要なアプリケーションの場合

• セマンティック検索と組み合わせた柔軟なドキュメントデータ構造を必要とするユースケースの場
合

• 従来のドキュメントクエリとベクトル類似度検索の両方を必要とするシナリオの場合

• 製品のレコメンデーション、パーソナライゼーション、チャットアシスタント、不正検出を提供す
るアプリケーション向け

Amazon DocumentDB 8
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詳細については、Amazon DocumentDB ドキュメントの「Amazon DocumentDB のベクトル検索」
を参照してください。 Amazon DocumentDB

Amazon MemoryDB

Amazon MemoryDB は Redis 互換のインメモリデータベースで、一般的なベクトルデータベースの
中で最速のベクトル検索パフォーマンスを提供します AWS。マルチアベイラビリティーゾーンの耐
久性を備えたミリ秒未満のクエリレイテンシーを提供します。

MemoryDB の主な機能は次のとおりです。

• アプリケーションデータと数百万のベクトルを 1 つのデータベースに保存

• 1 桁ミリ秒のクエリと更新の応答時間

• で最高の再現率と最速のパフォーマンス AWS

• ベクトルあたり最大 32,768 ディメンションのサポート

• リアルタイムのセマンティック検索およびキャッシュ機能

次の状況で MemoryDB を使用します。

• 超低レイテンシー (10 ミリ秒未満) を必要とするリアルタイムアプリケーションの場合

• 1 日あたり数百万リクエストの高スループットワークロードの場合

• リアルタイムレコメンデーションエンジン、セマンティックキャッシュ、異常検出などのユース
ケース向け

• インメモリデータストアとベクトル検索機能の両方を必要とするアプリケーションの場合

詳細については、MemoryDB ドキュメントの「ベクトル検索」を参照してください。 MemoryDB

Amazon Neptune Analytics

Amazon Neptune Analytics は、ネイティブベクトル検索機能を提供するグラフ分析エンジンであ
り、Graph Retrieval Augmented Generation (GraphRAG) のユースケースに最適です。ベクトル類似
度検索とグラフトラバーサルおよびアルゴリズムを組み合わせます。

Neptune Analytics の主な機能は次のとおりです。

• 数秒で何十億もの関係を分析する

• ベクトル検索とグラフアルゴリズムを組み合わせる (パス検出、コミュニティ検出、中心性)

Amazon MemoryDB 9
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• トポロジに関する知識を持つ GraphRAG アプリケーションのサポート

• 既存のグラフ分析ソリューションよりも最大 80 倍高速

• フルマネージド GraphRAG 用の Amazon Bedrock との統合

Neptune Analytics は、以下の状況で使用します。

• ベクトル埋め込みを含むナレッジグラフを必要とする GraphRAG アプリケーションの場合

• ベクトルの類似性とともに複雑な関係をトラバースする必要があるユースケースの場合

• 関係コンテキストで説明可能な AI レスポンスを必要とするアプリケーションの場合

• Customer 360 ビュー、不正検出ネットワーク、ナレッジ検出などのシナリオの場合

詳細については、Amazon Neptune Analytics のドキュメントを参照してください。

Amazon S3 Vectors

Amazon S3 Vectors は、 AWS ネイティブベクトルストレージとクエリ機能を備えた の最初のクラ
ウドオブジェクトストアです。大規模な規模を必要とする AI アプリケーション向けに、専用のコス
ト最適化ベクトルストレージを提供します。

Amazon S3 Vectors の主な機能は次のとおりです。

• ベクトルバケットあたり最大 10,000 個のインデックスをサポートする、インデックスあたり最大 
20 億個のベクトルのストレージ

• 長期ストレージと低頻度アクセスパターン用に最適化された Sub-100 ミリ秒未満のクエリレイテ
ンシー

• 特殊なベクトルデータベースと比較して、ベクトルオペレーションのコストを最大 90% 削減

• 自動スケーリングと 99.999999999% (11 9s) の耐久性を備えたサーバーレスアーキテクチャ

以下の状況では Amazon S3 Vectors を使用します。

• 最小限のコストで数十億のベクトルのストレージを必要とするアプリケーション向け

• 10 ミリ秒未満ではなく 1 秒未満のクエリレイテンシー (100 ミリ秒以上) を許容するワークロード
の場合

• 長期ベクトル保持とアーカイブのユースケースの場合

• 取得パターンの頻度が低い RAG アプリケーションの場合

Amazon S3 Vectors 10
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• 超低レイテンシーよりもストレージの経済性を優先する組織向け

Amazon S3 Vectors は Amazon Bedrock ナレッジベースとネイティブに統合され、Amazon 
OpenSearch Service の階層型アーキテクチャでうまく機能します。コールドストレージには 
Amazon S3 Vectors を使用し、ホットクエリには OpenSearch Service を使用できます。

詳細については、Amazon S3 ドキュメントの「S3 ベクトルとベクトルバケットの使用」を参照して
ください。 Amazon S3

マネージドサービスオプション

Amazon Bedrock ナレッジベースは、ベクトルデータベースの実装に対する AWS フルマネージド型
のアプローチを表します。このサービスのストレージオプションの柔軟性と自動管理機能は、複雑な
インフラストラクチャを管理せずに RAG を実装しようとしている組織にとって特に役立ちます。

Amazon Bedrock ナレッジベースを使用すると、RAG を使用して基盤モデルを強化するナレッジ
ベースを作成、保守、クエリできます。このサービスは、データの取り込み、ベクトル化、取得パイ
プライン全体を管理することで、RAG を実装する複雑なプロセスを簡素化します。

Amazon Bedrock ナレッジベースの主な利点は次のとおりです。

• データ処理の簡素化

• データの自動取り込みとチャンキング

• 複数のファイル形式からの組み込みテキスト抽出

• マネージドベクトル埋め込みの生成

• メタデータの自動抽出とインデックス作成

• 効率的な RAG 実装

• 事前設定された取得戦略

• 自動コンテキストウィンドウの最適化

• 組み込みの関連性チューニング

• すぐに使えるセマンティック検索機能

• セキュリティとガバナンス

• 統合 AWS Identity and Access Management (IAM) コントロール

• 保管中および転送中のデータ暗号化

• VPC サポート

マネージドサービスオプション 11
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• を使用した監査ログ記録 AWS CloudTrail

Amazon Bedrock ナレッジベースは、以下を含む複数のベクトルストアオプションをサポートしてい
ます。

• pgvector を使用した Amazon Aurora PostgreSQL

• Amazon Neptune Analytics

• Amazon EMR Serverless

• Amazon S3 Vectors

• Pinecone

• Redis エンタープライズクラウド

このマネージドサービスは、自動データ取り込み、ベクトル化、取得を処理します。これによ
り、RAG の実装が簡素化されます。

サポートされている各ベクトルストアの詳細については、Amazon Bedrock ナレッジベースのドキュ
メントを参照してください。

適切なベクトルデータベースの選択

これらの主要な決定要因に基づいてベクトルデータベースを選択します。

• ベクトル検索で MongoDB 互換ドキュメントデータベースが必要な場合は、Amazon DocumentDB 
を選択します。これは、アプリケーションが MongoDB APIs を使用していて、個別のベクトルイ
ンフラストラクチャを管理せずにセマンティック検索機能を追加する場合に最適です。

• リアルタイムアプリケーションに超低レイテンシーが必要な場合は、Amazon MemoryDB を選択
します。これにより、ミリ秒未満の応答時間 AWS で で最速のベクトル検索パフォーマンスが得
られます。リアルタイムのレコメンデーションエンジンや高スループットアプリケーションに最適
です。

• ベクトル検索でグラフベースのナレッジ表現が必要な場合は、Amazon Neptune Analytics を選択
します。これは、複雑な関係を横断し、ベクトル検索とともにグラフベースのクエリを実行し、説
明可能な AI レスポンスを提供する必要がある GraphRAG アプリケーションに最適です。

• リレーショナルクエリとベクトル検索を組み合わせる必要がある場合 – Amazon Aurora 
PostgreSQL と pgvector を選択します。このオプションは、アプリケーションが同じデータベー
ス内で従来の SQL オペレーションとベクトル類似度検索の両方を必要とする場合に最適です。

適切なベクトルデータベースの選択 12
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• レイテンシーが 10 ミリ秒未満の高スループットクエリが必要な場合は、Amazon OpenSearch 
Service を選択します。高頻度クエリとリアルタイムアプリケーションの処理に優れており、最近
の GPU アクセラレーションの改善が含まれています。

• 数十億のベクトルを費用対効果の高い方法で保存する必要がある場合 – Amazon S3 Vectors を選
択します。このオプションは最大 90% のコスト削減を実現し、100 ミリ秒未満のレイテンシーを
許容できる取得パターン (クエリ間の数分から数時間) が少ないアプリケーションに最適です。

• ベクトル検索とともに全文検索が必要な場合は、Amazon OpenSearch Service を選択します。こ
のオプションは、強力な全文検索機能とベクトル検索を単一のプラットフォームで組み合わせま
す。

適切なベクトルデータベースの選択 13



AWS 規範ガイダンス RAG ユースケース用の AWS ベクトルデータベースの選択

ベクトルデータベースの比較

AWS は、個々のベクトルデータベースからフルマネージドサービスである Amazon Bedrock ナレッ
ジベースまで、ベクトル検索機能を実装するための複数のアプローチを提供します。これらのオプ
ションを評価する際、組織はアーキテクチャ、スケーラビリティ、統合機能、パフォーマンス特性、
セキュリティ機能など、さまざまな側面を考慮する必要があります。

個々のベクトルデータベース

次の表は、アーキテクチャ、スケーリング機能、データソース統合、パフォーマンス特性に焦点を当
てた、個々の AWS ベクトルデータベースソリューションの主な機能の概要を示しています。

機能 Amazon 
Kendra

Amazon 
OpenSearc 
h Service

pgvector 
を使用
した 
Amazon 
RDS for 
PostgreSQ 
Lwith

Amazon 
DocumentD 
B

Amazon 
MemoryDB

Amazon 
Neptune 
Analytics

Amazon 
S3 
Vectors

主なユー
スケース

エンター
プライズ
検索と 
RAG

分散検索
と分析

ベクトル
をサポー
トするリ
レーショ
ナル DB

ベクトル
検索を使
用したド
キュメン
ト DB

リアルタ
イムイン
メモリベ
クトル検
索

ベクトル
検索によ
るグラフ
分析

コスト最
適化ベク
トルスト
レージ

アーキテ
クチャ

フルマ
ネージド
型

分散クラ
スター

リレー
ショナ
ルデータ
ベース

ドキュメ
ント指向

インメモ
リデータ
ベース

グラフ分
析エンジ
ン

サーバー
レスオブ
ジェクト
ストレー
ジ

データモ
デル

ドキュメ
ントベー
ス

JSON ド
キュメン
ト

リレー
ショナル
テーブル

JSON ド
キュメン
ト

JSON を
使用した
キーと値

プロパ
ティグラ
フ

オブジェ
クトスト
レージ

個々のベクトルデータベース 14



AWS 規範ガイダンス RAG ユースケース用の AWS ベクトルデータベースの選択

ベクトル
ディメン
ション

自動管理 最大 
16,000

設定可能 最大 
2,000 (イ
ンデック
ス付き 
）、16,000 
(インデッ
クスなし)

最大 
32,768

設定可能 最大 
4,096

インデッ
クス作成
方法

自動 HNSW、IVFHNSW、IVFF 
lat

HNSW、IVFF 
lat

HNSW ネイティ
ブグラフ
とベクト
ル

自動

距離メト
リクス

自動 コサイ
ン、ユー
クリッ
ド、ドッ
ト製品

コサイ
ン、ユー
クリッ
ド、内部
製品

コサイ
ン、ユー
クリッ
ド、ドッ
ト製品

コサイ
ン、ユー
クリッ
ド、内部
製品

コサイ
ン、ユー
クリッド
語

コサイ
ン、ユー
クリッド
語

クエリレ
イテン
シー

1 秒未満 Sub-10 
(GPU ア
クセラ
レーショ
ン)

10～100 
ミリ秒

ミリ秒 ミリ秒未
満

1 秒未満 Sub-100

スケーリ
ングモデ
ル

自動 水平 
(ノードの
追加)

垂直レ
プリカと
リードレ
プリカ

水平 (イ
ンスタン
スの追加)

垂直およ
びレプリ
カ

自動 自動 
(サーバー
レス)

個々のベクトルデータベース 15



AWS 規範ガイダンス RAG ユースケース用の AWS ベクトルデータベースの選択

最大ベク
トル

マネージ
ド

数十億 
(クラス
ター依存)

百万 (イ
ンスタン
ス依存)

コレク
ションあ
たりの数
百万

データ
ベースあ
たり 100 
万

数十億 インデッ
クスあ
たり 20 
億、バ
ケット
あたり 
10,000 イ
ンデック
ス

スルー
プット

高 非常に高
い (数千
の QPS)

中 高 非常に高
い (1 日
あたり数
百万件の 
リクエス
ト)

高 中 (低頻
度クエリ
に最適化)

データ耐
久性

99.999999 
999% (11 
9s)

レプリカ
で設定可
能

99.99% 
(マルチ 
AZ)

99.99% 
(マルチ 
AZ)

99.99% 
(マルチ 
AZ)

99.99% 99.999999 
999% (11 
9s)

整合性モ
デル

結果 結果 (設
定可能)

強力 
(ACID)

結果 強力 強力 強力

その他の
機能

40 個以
上のデー
タコネク
タ、NLP

全文検
索、分
析、ダッ
シュボー
ド

SQL クエ
リ、ACID 
トランザ
クション

MongoDB 
API の互
換性

Redis 
API の互
換性、
キャッシ 
ュ

グラフア
ルゴリズ
ム、トラ
バーサル

Amazon 
S3 統
合、ラ
イフサイ
クルポリ
シー

料金モデ
ル

クエリと
ストレー
ジあたり
の支払い

インス
タンス時
間とスト
レージ

インス
タンス時
間とスト
レージ

インス
タンス時
間とスト
レージ

インス
タンス時
間とスト
レージ

キャパシ
ティーユ
ニットと
ストレー
ジ

ストレー
ジ、クエ
リ、デー
タ転送

個々のベクトルデータベース 16
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コスト最
適化

使用状況
ベース

リザーブ
ドインス
タンス、
自動ス
ケーリン
グ

リザーブ
ドイン
スタン
ス、Aurora 
Serverles 
s

リザーブ
ドインス
タンス

リザーブ
ドインス
タンス

Auto-scal 
ing

特殊な 
DBs節約

次の用途
に適して
います

最小限
のセット
アップで
エンター
プライズ
検索

高スルー
プット、
低レイテ
ンシーの
クエリ

ハイブ
リッド 
SQL およ
びベクト
ルワーク
ロード

ベクトル
を必要
とする 
MongoDB 
互換ア
プリケー
ション

超低レイ
テンシー
のリアル
タイムア
プリケー
ション

GraphRAG 
グラフと
ナレッジ
グラフ

長期で費
用対効果
の高いス
トレージ

理想的な
クエリパ
ターン

頻繁なエ
ンタープ
ライズ検
索

高頻度リ
アルタイ
ムクエリ

SQL クエ
リとベク
トルクエ
リの混在

セマン
ティック
検索を使
用したド
キュメン
トクエリ

1 日あた
り数百万
のリクエ
スト

ベクトル
検索を使
用したグ
ラフトラ
バーサル

低頻度の
クエリ 
(分～時
間)

セット
アップの
複雑さ

低 (フル
マネージ
ド)

中 (クラ
スター設
定)

中 (拡張
設定)

中 (クラ
スター設
定)

中 (クラ
スター設
定)

低 (フル
マネージ
ド)

低 (サー
バーレス)

チームの
専門知識
が必要

Minimal OpenSearc 
h または 
Elasticse 
arch

PostgreSQ 
L、SQL

MongoDB Redis グラフ
データ
ベース

Amazon 
S3、基本
的なベク 
トルの概
念

マネージドサービス – Amazon Bedrock ナレッジベース

Amazon Bedrock ナレッジベースは、複数のベクトルストレージオプションを備えたフルマネージド
ソリューションを提供します。次の表は、これらのストレージオプションを比較したものです。

マネージドサービス – Amazon Bedrock ナレッジベース 17



AWS 規範ガイダンス RAG ユースケース用の AWS ベクトルデータベースの選択

機能 pgvector 
PostgreSQ 
Lwith

Neptune 分
析

OpenSearc 
h Service 
サーバーレ
ス

Amazon S3 
ベクトル

Pinecone RedisEnte 
rprise クラ
ウド

主なユース
ケース

ベクトル 
RAG を使
用したリ
レーショナ
ル DB

GraphRAG 
のグラフ
ベースのベ 
クトル検索

ナレッジ管
理 RAG

コスト最適
化ベクトル 
RAG

高性能ベク
トル検索

インメモリ
ベクトル検
索

アーキテク
チャ

フルマネー
ジドリレー
ショナル

完全マネー
ジド型グラ
フ分析

フルマネー
ジドサー 
バーレス

サーバーレ
スオブジ 
ェクトスト
レージ

フルマネー
ジドハイブ
リッドクラ
ウド

完全マネー
ジド型イン
メモリ

データモデ
ル

リレーショ
ナルテーブ
ル

プロパティ
グラフ

JSON ド
キュメント

オブジェク
トストレー
ジ

専用ベクト
ル

ベクトルを
含むキー値

ベクトルス
トレージ

pgvector 拡
張機能経由

ネイティブ
グラフベク
トル

OpenSearc 
h エンジン
経由

ネイティブ 
Amazon S3 
ベクトルス
トレージ

ネイティブ
ベクトル 
データベー
ス

インメモリ
ベクトル

Amazon 
Bedrock の
統合

ネイティブ ネイティブ ネイティブ ネイティブ ネイティブ ネイティブ

自動取り込
み

はい 
(Amazon 
Bedrock 経
由)

はい 
(Amazon 
Bedrock 経
由)

はい 
(Amazon 
Bedrock 経
由)

はい 
(Amazon 
Bedrock 経
由)

はい 
(Amazon 
Bedrock 経
由)

はい 
(Amazon 
Bedrock 経
由)

自動ベクト
ル化

はい 
(Amazon 
Bedrock 経
由)

はい 
(Amazon 
Bedrock 経
由)

はい 
(Amazon 
Bedrock 経
由)

はい 
(Amazon 
Bedrock 経
由)

はい 
(Amazon 
Bedrock 経
由)

はい 
(Amazon 
Bedrock 経
由)

マネージドサービス – Amazon Bedrock ナレッジベース 18
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スケーリン
グ

Auto 
Scaling 
(Aurora 
サーバーレ
ス)

自動グラフ
スケーリン
グ

自動サー
バーレス

自動 (数十
億のベクト
ル)

Auto 
Scaling 
ポッド

Auto 
Scaling ク
ラスター

クエリパ
フォーマン 
ス

リレーショ
ナルまたは
ベクトルの
場合は高

グラフベク
トルの高

高 中 (100 ミ
リ秒以上
のレイテン
シー)

非常に高い 非常に高い

最大ベクト
ル

百万 (イン
スタンス依
存)

数十億 数十億 インデック
スあたり 
20 億

数十億 百万 (メモ
リ依存)

その他の機
能

SQL クエ
リ、ACID 
トランザク
ション

グラフアル
ゴリズム、
トラバーサ
ル

全文検索、
分析

Amazon S3 
ライフサイ
クル、階層
化

メタデータ
フィルタリ
ング、名前
空間

Redis デー
タ構造、
キャッシュ

コスト最適
化

中程度 
(Aurora 
サーバーレ
ス)

中程度 
(キャパシ
ティーユ 
ニット)

高 (サー
バーレ
ス、pay-
per-use制)

非常に高い 
(最大 90% 
の節約)

中程度 
(ポッド
ベースの料 
金)

低 (インメ
モリプレミ 
アム)

次の用途に
適していま
す

ハイブリッ
ド SQL/ベ
クトルワー
クロード

接続された
ナレッジグ
ラフ

ベクトル検
索を使用し
た全文

長期、低頻
度のアクセ
スベクトル

大規模なリ
アルタイム
ベクトル検
索

超低レイテ
ンシーの 
ニーズ

理想的なク
エリパター
ン

SQL クエ
リとベクト
ルクエリの
混在

ベクトルを
使用した 
グラフトラ
バーサル

分析による
頻繁な検索

取得頻度が
低い (分か
ら時間)

高頻度リア
ルタイムク
エリ

1 秒あたり
数百万のリ 
クエスト

マネージドサービス – Amazon Bedrock ナレッジベース 19
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Amazon 
Bedrock で
のセット
アップ

Simple 
(Amazon 
Bedrock に
よって管
理)

Simple 
(Amazon 
Bedrock に
よって管
理)

Simple 
(Amazon 
Bedrock に
よって管
理)

Simple 
(Amazon 
Bedrock に
よって管
理)

Simple 
(Amazon 
Bedrock に
よって管
理)

Simple 
(Amazon 
Bedrock に
よって管
理)

データレジ
デンシー

AWS リー
ジョン

AWS リー
ジョン

AWS リー
ジョン

AWS リー
ジョン

マルチクラ
ウド (AWS 
その他)

マルチクラ
ウド (AWS 
その他)

料金モデル インスタン
ス時間とス
トレージ

キャパシ
ティーユニ 
ットとスト
レージ

コンピュー
ティングと
ストレージ 
(サーバー
レス)

ストレー
ジ、クエリ 
、転送

ポッド時間
とストレー
ジ

ノード時間
とストレー
ジ

個々のオプションとマネージドオプションの選択

考慮事項 個々のベクトル DB を選択す
る

Amazon Bedrock ナレッジ
ベースを選択する (マネージ
ド)

RAG の実装 RAG パイプラインを完全に制
御したい

最小限のセットアップでフル
マネージド RAG が必要

カスタマイズ カスタム取得ロジックと前処
理が必要です

ニーズを満たす標準 RAG パ
ターン

既存のインフラストラクチャ データベースが既にデプロイ
されている

新しく開始する場合、または
管理を簡素化したい場合

チームに関する専門知識 チームにデータベース管理の
専門知識がある

インフラストラクチャではな
くアプリケーションロジック
に集中したい

統合の複雑さ 既存のシステムとの深い統合
が必要

Amazon Bedrock モデルとの
迅速な統合が必要

個々のオプションとマネージドオプションの選択 20
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運用オーバーヘッド データベースオペレーション
を管理できます

オペレーション AWS を処理
する場合

コスト構造 データベースの直接料金が望
ましい

Amazon Bedrock の統一され
た料金が望ましい

市場投入までの時間 カスタム実装の時間がある 迅速なデプロイが必要

個々のオプションとマネージドオプションの選択 21



AWS 規範ガイダンス RAG ユースケース用の AWS ベクトルデータベースの選択

コストの比較と考慮事項
さまざまなベクトルデータベースオプションのコスト構造を理解することは、情報に基づいた実装の
決定を行う上で不可欠です。次の表は、個々のデータベースとマネージドサービスの両方を含む、さ
まざまなベクトルデータベースソリューションのコストに関する重要な考慮事項の概要を示していま
す。各オプションには、pay-as-you-goモデルからインフラストラクチャや運用コストまで、総所有
コスト (TCO) に影響を与える可能性のある個別の料金要因があります。

ベクトルデータベース コストモデル コストに関する考慮事項

Amazon Kendra クエリに基づいて、従量課金
制で支払う 

コストは、クエリの数とイン
デックス化されたデータの量
によって異なります。デー
タストレージとデータ転送に
は追加料金が適用される場 
合があります。詳細について
は、「Amazon Kendra の料
金」を参照してください。 

Amazon OpenSearch Service インスタンスの時間とスト
レージに基づいて、従量制料
金を支払う 

コストには、インスタンス時
間、ストレージ (Amazon EBS 
ボリューム）、データ転送、
オプションの UltraWarm スト
レージが含まれます。リザー
ブドインスタンスでは、最 
大 30% の節約が可能です。 
GPU アクセラレーションイン
スタンスは、ベクトルワーク
ロードの価格パフォーマンス
を向上させます。詳細につい
ては、「Amazon OpenSearch 
Service の料金」を参照してく
ださい。

オープンソースの OpenSearc 
h

オープンソース、直接コスト
なし (ソフトウェアをダウン
ロードまたは使用するために

コストには、インフラストラ
クチャ (サーバーやストレージ
など) と運用コスト (メンテナ
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料金を支払う必要はなく、ラ
イセンスコストもかかりませ
ん)

ンスやモニタリングなど) が含
まれます。組織は、人員がイ
ンフラストラクチャを管理お
よび維持するための予算を立
てる必要があります。 

pgvector を使用した Amazon 
RDS for PostgreSQL

使用量に基づいて従量制で支
払う

コストには、データベースイ
ンスタンスタイプ、ストレー
ジ、データ転送、バックアッ
プが含まれます。 AWS 無料
利用枠を超えるデータ転送、
インスタンスタイプ、スト 
レージには追加料金が適用さ
れる場合があります。詳細に
ついては、「Amazon RDS の
料金」を参照してください。 

Amazon DocumentDB インスタンスの時間とスト
レージに基づいて、従量制料
金を支払う

コストには、インスタンス時
間、ストレージ (GB/月）、I/ 
O リクエスト、バックアップ
ストレージ、データ転送が含
まれます。Elastic クラスター
は動的スケーリングを有効に 
します。コスト最適化に使用
できるリザーブドインスタン
ス。詳細については、Amazon 
DocumentDB の料金 を参照し
てください。
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Amazon MemoryDB ノード時間とデータストレー
ジに基づいて、従量制料金を
支払う

コストには、ノード時間 (ノー
ドタイプごと）、データスト
レージ (GB-時間）、スナッ
プショットストレージ、デー
タ転送が含まれます。リザー
ブドノードでは、最大 55% 
の節約が可能です。高スルー
プット、低レイテンシーの
ワークロード向けに最適化
されています。詳細について
は、「Amazon MemoryDB の
料金」を参照してください。

Amazon Neptune Analytics キャパシティーユニットに基
づく従量制料金

コストには、Neptune キャパ
シティーユニット (NCUsスト
レージ (GB/月）、データ転
送が含まれます。事前コミッ
トメントのないワークロード
に基づく自動スケーリング。
最小 128 NCUsが必要です 
。詳細については、Amazon 
Neptune の料金」を参照して
ください。 
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Amazon S3 Vectors ストレージとリクエストに基
づいて、従量制料金を支払う

コストには、ストレージ (GB/
月）、PUT および GET リク
エスト、ベクトルインデック
ス管理、データ転送が含ま 
れます。特殊なベクトルデー
タベースと比較して、最大 
90% のコスト削減を実現し
ます。Amazon S3 Intelligent-
Tiering およびライフサイクル
ポリシーは、追加の最適化に
使用できます。詳細について 
は、「Amazon S3 の料金」を
参照してください。

Amazon Bedrock ナレッジ
ベース

使用量に基づいて従量制で支
払う

コストは、ナレッジベースの
使用や Amazon OpenSearc 
h Serverless などの追加サー
ビスによって異なります。
データストレージ、データ転
送、および追加機能には追加 
料金が適用される場合があ
ります。料金の詳細について
は、「Amazon OpenSearch 
Service の料金」を参照してく
ださい。
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ベクトルデータベースのユースケース

次の例では、さまざまなベクトルデータベースオプションを効果的に使用して、ナレッジ管理の強
化、運用効率の向上、ビジネス成果の向上を実現する方法について説明します。これらのユースケー
スは、このガイドの前半で説明したベクトルデータベースソリューションの実用的なアプリケーショ
ンを示し、実際のパフォーマンスと利点に関するインサイトを提供します。

Amazon Kendra によるナレッジ管理

顧客問題 — 日本最大の一般請負業者の 1 人が、経験豊富な人材の減少に直面していました。同社
は、経験担当者の知識とスキルを若年世代に効率的に伝達する方法を必要としていました。複雑な建
設エンジニアリングの知識と過去の経験を捉えて広めるソリューションが必要でした。

AWS ソリューション – この問題に対処するために、顧客は内部ナレッジベースを迅速かつ正確
に処理し、自然言語クエリを許可する AI ソリューションである Amazon Kendra を利用しまし
た。Amazon Kendra を使用すると、従業員は必要な情報をより迅速に見つけることができるように
なり、生産性が向上し、経験豊富なスタッフから若年スタッフへの知識移転が容易になります。

影響 — Amazon Kendra を搭載した生成 AI チャットボットを実装することで、同社は統合されたナ
レッジプラットフォームを作成しました。チャットボットを使用すると、従業員は技術的な知識や建
設エンジニアリングに関する過去の経験にすばやくアクセスできます。このソリューションにより、
組織内の知識移転と意思決定プロセスの効率が大幅に向上し、貴重な専門知識が保持され、すべての
従業員が簡単にアクセスできるようになります。このソリューションのコストは、使用状況と設定に
よって異なる場合があります。詳細なコスト見積もりについては、「」を参照してくださいAWS 料
金見積りツール。ベクトルデータベースのコスト見積もりについては、このガイドの「コストの比較
と考慮事項」セクションまたは「Amazon Kendra の料金」を参照してください。

その他のお客様のユースケースについては、「Amazon Kendra のお客様」を参照してください。

OpenSearch Serverless によるリアルタイム分析

顧客問題 — ある主要な金融サービスプロバイダーが、膨大なデータエコシステムを管理するという
課題に直面しました。年間 3 億件の認可と 900 億件のトランザクションを処理し、約 1.1 ペタバイ
ト (PB) のデータに蓄積されています。6,000 を超えるレポートへのアクセスを必要とする 300,000 
人のユーザーに対応する既存のシステムでは、グローバルな一貫性を提供し、リアルタイムの意思決
定を可能にするためにモダナイゼーションが必要でした。

Amazon Kendra によるナレッジ管理 26
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AWS ソリューション – ソリューションアーキテクチャでは、自然言語処理に Amazon Bedrock 
(Anthropic、Sonnet 3、Sonnet 3.5、Haiku を含む) を通じて利用可能な基盤モデルを使用しました。
お客様は、膨大なデータボリュームを効率的に処理するための優れたスケーラビリティと機能のため
に、ベクトルデータベースとして OpenSearch Serverless を選択しました。このアーキテクチャに
より、複雑なクエリのシームレスな処理と動的なレポート生成が可能になりました。

影響 – この実装では、100 を超えるビジネスインテリジェンスダッシュボードを手動で生成する必要
がなくなるため、生産性が 50% 向上しました。ユーザーは自然言語クエリを通じて 20～40 秒の応
答時間でレポートを生成できるようになりました。このソリューションのコストは、使用状況と設定
によって異なる場合があります。詳細なコスト見積もりについては、「」を参照してくださいAWS 
料金見積りツール。ベクトルデータベースのコスト見積もりについては、このガイドの「コストの
比較と考慮事項」セクションまたは「Amazon OpenSearch Service の料金」を参照してください。
その他のお客様のユースケースについては、「Amazon OpenSearch Serverless」を参照してくださ
い。

OpenSearch Serverless によるリアルタイム分析 27
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次のステップとリソース
このガイドを確認したら、理解から実装に移行するために以下のアクションを検討してください。

1. 現在のニーズを評価します。

• 既存のデータベースインフラストラクチャと専門知識を評価します。

• 特定のベクトル検索要件を文書化します。

• パフォーマンス、スケーリング、コスト目標を定義します。

2. ベクトルデータベースオプションをテストするには、次のいずれかのオプションを選択します。

• オプション 1: 任意のベクトルデータベースソリューションを使用して概念実証を設定します。

• オプション 2: Amazon Bedrock ナレッジベースでサンプルデータセットを試す。Amazon 
Bedrock ナレッジベースのクイック作成エクスペリエンスをお試しください。例について
は、Aurora ドキュメントの「Amazon Bedrock 用の Aurora PostgreSQL ナレッジベースのク
イック作成」を参照してください。

3. 追加のリソースを確認します。

4. エキスパートのサポートを受ける:

• 実装ガイダンスについては、 AWS アカウント チームまたは AWS ソリューションアーキテク
トにお問い合わせください。

• ベクトルデータベースを専門とする AWS パートナーと連携します。

5. 本番稼働用デプロイを計画します。

• 既存のデータベースから移行する場合は、移行戦略を作成します。

• 選択したソリューションのスケーリングプランを作成します。

• モニタリングおよびメンテナンス手順を設計します。

リソース

以下のリソースは、ベクトルデータベースの選択に役立ちます。

AWS ブログ投稿

• Amazon Bedrock ナレッジベースのクイック作成と Amazon Aurora Serverless を使用して生成 AI 
アプリケーション開発を加速する

• Amazon OpenSearch Service のベクトルデータベース機能の説明

リソース 28
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• Amazon Bedrock ナレッジベースを使用してベクトルデータストアを詳しく調べる

• pgvector と Amazon Aurora PostgreSQL を活用して自然言語処理、チャットボット、感情分析を
行う

AWS サービスドキュメント

• AWS データベースサービスの選択

• Amazon Bedrock ナレッジベースの仕組み

• Neptune Analytics ドキュメント

• アマゾン ウェブ サービスの概要: データベース

• Amazon Bedrock のナレッジベースとしての Aurora PostgreSQL の使用

• Amazon Aurora PostgreSQL の操作

• Amazon DocumentDB

• Amazon MemoryDB

• Amazon S3 Vectors

その他の AWS リソース

• Amazon Bedrock ナレッジベース

• ベクトルデータベースと埋め込み

• 生成 AI アプリケーション用のベクトルデータベース

• Machine Learningの埋め込みとは

その他のリソース

• PostgreSQL について

• pgvector ドキュメント

• Amazon Bedrock のナレッジベースとしての Pinecone

• での Redis Enterprise Cloud AWS

AWS サービスドキュメント 29
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https://aws.amazon.com/blogs/database/leverage-pgvector-and-amazon-aurora-postgresql-for-natural-language-processing-chatbots-and-sentiment-analysis/
https://docs.aws.amazon.com/decision-guides/latest/databases-on-aws-how-to-choose/databases-on-aws-how-to-choose.html
https://docs.aws.amazon.com/bedrock/latest/userguide/kb-how-it-works.html
https://docs.aws.amazon.com/neptune-analytics/latest/userguide/what-is-neptune-analytics.html
https://docs.aws.amazon.com/whitepapers/latest/aws-overview/database.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/AuroraUserGuide/AuroraPostgreSQL.VectorDB.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonRDS/latest/AuroraUserGuide/Aurora.AuroraPostgreSQL.html
https://docs.aws.amazon.com/documentdb/latest/developerguide/vector-search.html
https://docs.aws.amazon.com/memorydb/latest/devguide/vector-search.html
https://docs.aws.amazon.com/AmazonS3/latest/userguide/s3-vectors.html
https://aws.amazon.com/bedrock/knowledge-bases/
https://aws.amazon.com/solutions/databases/vector-databases-and-embeddings/
https://community.aws/content/2f5dkpj96MDM6Y9lumYPjZAB8SX/vector-databases-for-generative-ai-applications
https://aws.amazon.com/what-is/embeddings-in-machine-learning/
https://www.postgresql.org/about/
https://github.com/pgvector/pgvector
https://docs.pinecone.io/integrations/amazon-bedrock
https://redis.io/docs/latest/integrate/aws-redis-cloud/
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ドキュメント履歴
次の表に、RAG ユースケースの AWS ベクトルデータベースを選択するという、このガイドの重要
な変更点を示します。今後の更新に関する通知を受け取る場合は、RSS フィードをサブスクライブ
できます。

変更 説明 日付

追加済み AWS のサービス Amazon DocumentD 
B、Amazon MemoryDB、 
Amazon S3 Vectors、Amazon 
Neptune Analytics の使用に関
する情報を追加しました。

2026 年 3 月 30 日

初版発行 — 2025 年 3 月 6 日
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https://docs.aws.amazon.com/prescriptive-guidance/latest/choosing-an-aws-vector-database-for-rag-use-cases/choosing-an-aws-vector-database-for-rag-use-cases.rss
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翻訳は機械翻訳により提供されています。提供された翻訳内容と英語版の間で齟齬、不一致または矛
盾がある場合、英語版が優先します。
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